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　天蚕（Antherearea　yamamai　GuERIN　）は我国固有の天然絹糸虫で鱗翅目

・蚕蛾亜目。天蚕蛾科に属し、近年その絹糸の鮮麗さにより注目されつっあり、各方面においてその飼

育利用法について検討されている。天蚕の生態は完全変態の一化性で年間における飼育回数は自から限

られている。年1化性の天蚕を多回育するためには先ずできるだけ早期に掃立てすることが必要で、飼

料の問題は仮にパイプハウス式網室をビニール被覆すること等により比較的早く準備することができる

と仮定した場合．先ず初回の飼育は比較的実現しやすいものと思われる。しかし、天蚕の習性上早期飼

育により鰍．化蝋させ。も、長日．高温によ順紐入り、多回育の大きな隔とな・てい・．家

蚕でのEcdysteroneの研究は数多くあり、（2）（3｝（5）（6｝その効果にっいて化蝸後1ないし2日欝の家蚕

蝸に発育の促進効果ならびに嫡期間の短縮効果を認めている。

　そこで筆者らは先ず天蚕の年2回育を目標に、蠣期短縮の一方としてEcdysteroneの効果にっいて

検討し、若干の知見を得たのでその概要を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料および方法

　供試卵｝ヰ本学部付属農場で1979年採種されたものであり、卵は飼料（櫟）の発芽を待ち3月20

日より5月14日まで63日間5℃保冷室内で保護抑制した。卵は5月14日に出庫し、室温でふ化を

させ、5月24日午前4時から7時にふ化をみた2047頭を枝立法により室内で保護飼育し、6月4

日2齢3日目に大室農場飼育林に放養した。飼育管理は慣行法に準じ、収繭は7月18日および7月20

日の両目葉付のまま行った。区の構成は10μ召（成分量20ZtY）、50昭（同1　O　O，a？）、10　aa4伺

20049）とし、1区当り雌雄i各50頭とし、更に区間差の検討のため対照無処理として雌雄各40頭計

80頭の1区制とした。Ecdysteroneの処理は7月24日化嫡後約10日目のものについて雌雄鑑別

後、マイクロシリソジにより第3腹部背面より注射し、針傷はセメンテイングパラフインによりただち

に討じた。

　調査は接種後毎日蝋の生死について調査すると同時に、発蛾をみた場合その状態を観察し、また、得

られた蛾にっいて受精。産卵能力をみるため区ごと同日発生蛾について1対1で交配させ、雌雄両蛾の

うちどちらか一一方が得られなかつた場合、無処理蛾をそれぞれ配した。得た卵については、その産卵数

および受精・不受精卵に選別し、それぞれの数および卵重を調査した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　結果及び考察

　Ecdysterone処理による羽化及び死亡の影響は第1表および第2表のとおりである。接種後羽化

までの日数は無処理の雄では実験開始後14日目より羽化が始まり、16日目をピークに20日で終了

し羽化率は80％であった。また雌では羽化の開始および盛期ともほぼ雄の場合と同様な経過を示し、

羽化率は97．　5％であった。しかし羽化率は雄の場合実験開始後14日目で27．5％、16日目35．0

％、18日目12．　5％、20日目5．0％と羽化初期に多くなる傾向を示し、雌では14日目17．　5％、

16日目47．5％、18日目32．5％と16日目から18日目に多く羽化し、ほぼ同一飼育条件にもか

かわらず雌雄の羽化に差が認められ、この雌雄の生理差が受精卵取得上の問題のひとっと思われる。

　　　　第1表　Ecdysteroneの処理後羽化までの日数

接 種 後　の 日　数 （％） 計
雌雄

10 12 14 16 18 20 22 24 26 （％）
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一 轍 27．5 35．0 12．5 5．0 口 鱒 一 80．0
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お
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♀ ｝ 一 一 鼎 2．0
輔 一L

一 一
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50μ6

♂
一 一

2．0 6．0 22．0 18．0 2．0 一 一 50．0

♀ ｝ 噸 2．0 4．0 8．0
一

2．0
一 一 16．0

ε

一 一 一 一 一
2．0

一 一 藺
2．0
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♀

一 一 一 一 一 4．0 5．0 5．0 2．0 16．0

第2表　雌雄別死亡頭数

10日目（脚）・ 釦日目（8恐8／③ 釦日目（8／1全躍） 40日目（8／an－9i2） 不　　詳 合　　計

♀よ繭 ♀よ（鞠 ♀ε（鞠 ♀ε（臨 ♀a（鵜 ♀ε（義
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0　　0　　0 0　　0　　0 　49　13　62

i98①（26．①（β2①

50昭
　14　10　24
i28①（20．①（24．①

　24　14　38

ｿ8①（280）（38①
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i4①（2①（4①
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10D認
26　24　50 5　14　19 3　　3　　6 1　　5　　6 7　　3　10 42　49　91

㊤2①（星8①（50．① （10①（280）（19．（D ⑯血）（6①（β① QO．0）（2①（6① （14Ω）（6①（10．① ⑱4①（98①（9工①

（註）　（｝内値は％
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処理区では10々eで、処理後12日目に8％の羽化を観察し16日目の30％をピー一一クに18日目

で終了」その羽化率は74傷であった。しかし、同区の雌は処理後10日目の8月3日までに46％

が羽化をみず発育従上で死亡腐敗し《最終的には98％が死亡した。死亡した嫡について解剖して観察

すると頭部および胸部では鱗毛まで完成し、腹部ではほとんど組織化しているものはなかった。また、

中には頭、胸、脚各部のキチソ質のみが薄く分化した程度で死亡したものも認められた。50μ4区で

は雌・雄とも羽化経過日数において同様な傾向を示し、処理後14日目に羽化を認め、22日目で終了

したoしかし羽化率は雄の場合14日目2％、16日目6％、18日目22％、20日目18％、22

日目2％で総羽化率は50％であった。雌では14日目296、16日目4％、18日目8％、20日目

ではなく、22日目2％で総羽化率は16％で、蠣の発育生理差が影響したものと推測される。また

100jU　9区では雄では処理後20日目に僅か2％羽化したにとどまり、雌では20日目4％、22日

目5％、24日目5％、26日目2％で総羽化率は前区雌の場合と同様、16％で雄に比較して総羽化

率稿い値であ。た。しかし、雌とも羽化の艇が認められた．・の結果につv・て縄ら（4｝は家臨

（日106号×大造・高温催青）に処理した場合、化嫡後1ないし2日目の蝿では処理量の多い程嫡の

発育促進効果が認められ、5日ないし6日目の嫡では処理量の多い程遅延する傾向があるとし、今後天

蚕においても化捕前期の処理について試みる必要があると思われる。次に羽化の状態を示すと第3表の

通りであるQ

　　第3表　Ecdysterone処理発生蛾の状態

羽 化総頭 数 正 常蛾 数 異 常 蛾 数

♀ a （鞠 ♀ 3 （覇） ♀
♂ （轟）

39 32 71 39 31 70 0 1 1

cont．
（97．5） （80、0） （88．8） （100．0） （96．9） （98．5） （　0） （ 3．1） （1．6）

1 37 38 1 24 25 0 13 13

10〃6
（2．0） （74，0） （38．0） （100，0） （64．9） （82．5） （　0） （ 35．1） （17．6）

8 25 33 6 5 11 2 20 22

50紹
（16．0） （50．0） （33．0） （75．0） （20．0） （47．5） （25．0） （ 80．0） （52．5）

8 1 9 5 0 5 3 1 4

100認
（16．0） （2．0） （9．0） （62，5） （　0） （31．3） （87．5） （100，0） （68。8）

（註）　1．羽化総頭数（｝内値は供試嫡の羽化率

　　　2，正常蛾、異常蛾胸値はそれぞれの率
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発生蛾の状態は無処理区ではほとんど正常でその率は雌100％、雄96．9％であり、僅かに認められ

た雄の異常蛾は平素良く観察される不展翅蛾で羽化直後何らかの物理的な原囚により翅脈が開張しない

うち、。硬化して生。たものであり、擁（A。，h。，eae　p，rnyi　G。，。、N）、、ついて訳もは・

月における低温接触により不展翅蛾が増加すると云う報告もあるが本実験の場合は、懸垂場所の不適に

より発生したものである。しかし、処理区の場合無処理区とはことなる不展翅蛾がその大半に認めら

れ、他に腹部第3環節の注射針挿入部付近の鱗毛の欠落したものや、腹環節部の褐変したもの等が認め

られた。また、正常蛾と異常蛾の割合は、正常蛾は処理量が多くなる程減少し、異常蛾は反対に雄蛾で

10ムe31，5％、50Pte　S　O％、100　a4100％で、雌蛾では10ノ昭で観察されず、5　Opt4

25％、100a437．5％であった。この様に雌が雄に比較して異常蛾率が低下した原因は、蠣期中

の　Ecdysoneの消長が雌雄で異るため生じたとも考えられる。次に処理により発生した蛾について

交配させ、受精・産卵能力をみたが、その結果は第4表および第5表の通りである。

　第4表　処理発生蛾の交配による産卵結果

供試数 総卵数 単体当り卵数 受精卵数 不受精卵数 体内残卵数

214．9 2874 2753 605
cont． 29 6232

（194ρ） （46．1） （442） （9の

249．0 237 1 11
10μ6 1 249

@　，

（238．0） （95．2） （04） （4．4）

176．3 404 338 668
5qμ4 8 1410

（92B） （28の （239） （474）

10q紹 交　配 不能

（註）　1．単体当り卵数ay）内値は単体当り産下卵数

　　　2．受精・不受精・体内残卵数（｝内値はそれぞれの総卵数に対する比

第5表　処理発生雄蛾に無処理雌蛾を配した場合の産卵結果

供試数 総卵数 単体当り卵数 受精卵数 不受精卵数 体内残卵数

2149 2874 2753 605
cont 29 6232

●

（194．0） （46．1） （442） （9．7）

218．0 1902 1235 351
10昭 16・ 3488

（196．1） （54．5） （354） （10．1）

50μ4 12 2454
204．5

i186．8）

609
i24．8）

1632
i66．5）

213

i8マ）

10q44 交　配 不能
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　前述の通り羽化数が少なく10．lt41組、50μ4　S組、100a6については交配不能であつた。

しかし得られた値で述べると、受精卵数は無処理区で46．1％に対し10瀦および50　Pt4でも受精

卵を得ることができ、また処理により発生した雄蛾に対し無処理蛾を配し確認した結果でも受精卵を得、

雄蛾の受精能力が認められた。尚、得られた受精卵重は、処理により発生した雌雄蛾の交配により得た

もので、10　，a4　7　ng、50　p’9　6．3mgで処理により発生した雄蛾に無処理の雌蛾を配した場合は10

〃47．1口g、50　a4　7，　3　ngであり50Pte処理区において発生した蛾の交配により得られた卵がやや軽

小であったが、無処理の6．7mgに比較して大差は認められなかった。しかし卵の内部の状態は不明であ

り、翌春のふ化をみて判断する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　要

　年一化性の天蚕（Antherearea　yamamai　GuERエN）にっいて、年2回育を目標に蝋の夏眠

打破の方法を検索する一環として昆虫変態ホルモソ（Ecdysterone）の影響にっいて調査し次の結

果を得た。

1）10μ4（成分量20Ptg）処理の場合、雄で74％の羽化をみたが、雌では僅か2％しか羽化を

みず雌雄の処理効果に差が認められた。

2）50〃4（成分量100a9）および100認（同200μ9）の処理では羽化日数が遅延し、同

時に死亡蠕が多く発生し致死量であると思われたが処理時期の再検討が必要である。

3）処理量が多くなる程不展開蛾が多く発生し、その率は雌に比較して雄について顕著であった。

4）処理により発生した蛾の交配により受精卵を得た。

5）処理蛾の交配により得られた受精卵は重量において差は認められなかったが翌春のふ化を確認する

必要がある。
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